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研究成果の概要（和文）：本研究では、刑務所に入所中の受刑者を対象に病的賭博者のスクリーニング調査を行
い、受刑者内の病的賭博者の割合及び、病的賭博と関連する犯罪行為を検討した。また、１０年以上続いている
ネット上の自助グループ（病的賭博者同士が自身の賭博行為を止めるために互いに話し合うチャットグループ）
を対象にして、その参加者のチャット内容及び社会的ネットワークを分析した。

研究成果の概要（英文）：We conducted a screening survey of pathological gamblers among prison 
inmates in Japan and examined the percentage of pathological gamblers among prison inmates and 
association between their criminal behavior and pathological gambling. We also analyzed the chat 
contents and social networks of participants in a Japanese online self-help group (a chat group 
where pathological gamblers talk to each other to stop their own gambling behavior) that has been in
 existence for more than 10 years.

研究分野：臨床心理学

キーワード： 病的賭博　機械学習　犯罪　自然言語処理　社会ネットワーク分析　動機づけ面接法　社会的伝播

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果から、匿名・非対面をベースにしたネット上の自助グループでも病的賭博者に対する治療効果が期
待しうることが分かった。ただし、これらの結果は相関関係を示唆したに過ぎず、因果関係を示してはいない。
2022年以降の研究（基盤研究(B)22H01094：アバターと自律エージェントによる行動嗜癖の治療とその神経基盤
の解明）ではこの点を明らかにするため、治療的介入を無作為化対照試験のデザインで実施していく。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
 
病的賭博者は日本でも数多く確認されていたが、多くの病的賭博者が実名・対面をベースとした医
療機関や相談機関に相談しないことが分かっていた。医療機関や相談機関に相談しないために、（1）
彼・彼女らの抱える問題がどのようなものであるかが不明瞭である点及び（2）彼・彼女らへの治療アプロ
ーチが乏しい点の２点が課題として挙げられる。 
 
２． 研究の目的 
 

 まず、(1)の課題を解消するために、刑務所に入所中の受刑者を対象に病的賭博者のスクリーニング
調査を行い、受刑者内の病的賭博者の割合及び、病的賭博と関連する犯罪行為を検討した。 
 また、(2)の課題を解消するために、１０年以上続いているネット上の自助グループ（病的賭博者同士
が自身の賭博行為を止めるために互いに話し合うチャットグループ）を対象にして、その参加者のチャッ
ト内容及び社会的ネットワークを分析した。 
 
３．研究の方法 
 
 まず、（1）の課題を明らかにするために、地方刑務所に在籍している全受刑者を対象に質問紙調査を
行った。この調査では、質問紙調査として病的賭博の習慣や賭博への渇望を聞き取った。次に、彼らの
受刑者番号を元に、現在の主罪名を特定し、彼らが何の犯罪で受刑しているのかを特定した。その結
果、彼らが主観的に経験している病的賭博の渇望と客観的に犯した罪名との関連を検討することが可
能になった。 
 次に、（2）の課題を明らかにするために、自助グループで公開されているメンバーの属性を取得した。
３年以上ギャンブルをやっていない場合、彼らはグループ内で表彰されているため、この表彰されてい
る者を賭博離脱者とした。一方、表彰されていない者は、３年以上ギャンブルを離脱していないため、非
賭博離脱者とした。 
 また、彼・彼女らが自助グループのチャット上で公開されている発話内容は全てテキストとして取得し
た。このテキストを「change talk model」に基づき、「change talk」(ギャンブルを辞めることを推奨する発
話：例「ギャンブルはつまらない」)と「sustain talk」(ギャンブルをし続けようとする発話：例「ギャンブルは
最高の娯楽だ」)の発話頻度を求めた。 
 さらに、彼・彼女らの発話から、誰が誰に発話したかを特定することが出来るため、子の発話を元に、
彼・彼女らのネット上の交友関係（社会ネットワーク）を記録した。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）彼・彼女らの抱える問題がどのようなものであるかが不明瞭である点 
受刑者を対象にした調査研究の結果、受刑者の病的賭博者の割合は38.55％であり、日本の一般人
口に含まれる病的賭博者の割合の約４倍に該当することが確認された[1]。 
また、彼らの賭博への渇望は、彼らの財産犯（窃盗などの財産を目的とした犯罪）と有意な関連を持
っていた[1]。 
これらの結果から、病的賭博者が治療を受けない場合、犯罪リスク、特に窃盗犯罪のリスクが高まる
可能性が示唆された[1]。これは病的賭博によって、賭博に使用する掛金が無くなっても、さらに賭博を
したいという渇望が強い場合に、窃盗などの非合法の手段で掛け金を手に入れやすくなる、ということが
示唆された。 
 
（2）彼・彼女らへの治療アプローチが乏しい点 
 病的賭博者の自助グループの中で、病的賭博者の症状に合致するものを抽出し、彼・彼女らの自助
グループでの発話及び社会ネットワークを分析した。 
 その結果、３年以上の賭博離脱者は非離脱者よりも、「change talk」(ギャンブルを辞めることを推奨す
る発話：例「ギャンブルはつまらない」)の発話数が多いことが確認された[2]。一方、「sustain talk」(ギャン
ブルをし続けようとする発話：例「ギャンブルは最高の娯楽だ」)の発話確率が少ないことが確認された[2]。
自助グループの参加初期には、（change talk と sustain talk の発話数を全体とした場合に）82％の割合
で「change talk」を話すことが望ましいことが示唆された（図１参照）。 



 
図 1. ３年以上の賭博離脱者と非賭博離脱者とでの発話内容の違い[2] 
 
 また、自助グループの参加時期を元に、先輩-後輩関係を作成し、「先輩」賭博離脱者と後輩との関係
が、後輩の賭博離脱を促すかどうかを検討した。図 2 で示されるように、「先輩」賭博離脱者は後輩とチ
ャットをすることによって、後輩も賭博離脱者になっていくことが示されている[3]。 
 また、賭博離脱の可能性を高める人間関係を確認したところ、「先輩」賭博離脱者からチャットを多く受
信している人間のほうがそうでない者よりも賭博離脱の可能性が高くなることが分かった（図 3A）。同様
に自助グループ内でたくさんのメンバーからチャットを受信している者のほうが、そうでない者よりも賭博
離脱の可能性が高くなることが確認された（図 3B）。 
 これらの結果化から、自助グループへの参加によって３年間の賭博離脱という行動習慣が、チャットの
受信を介して、先輩から後輩に伝播していく、ということが示唆された[3]。 
 

 
図 2. ３年以上の賭博離脱者が自助グループ内で拡散していく様子[3] 
 

 
図 3. 賭博離脱の確率を高める「先輩」賭博離脱者（A）とメンバーからのコメント数(B) [3] 
 
  本研究の結果から、匿名・非対面をベースにしたネット上の自助グループでも病的賭博者に対する
治療効果が期待しうることが分かった。ただし、これらの結果は相関関係を示唆したに過ぎず、因果関



係を示してはいない。2022年以降の研究（基盤研究(B)22H01094：アバターと自律エージェントによる行
動嗜癖の治療とその神経基盤の解明）ではこの点を明らかにするため、治療的介入を無作為化対照試
験のデザインで実施していく。 
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